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戦
時
体
制
・
地
方
政
治
が
改
新
の
詔

に
表
れ
て
い
る
。

②
前
期
難
波
宮
の
遺
構
の
評
価

　
前
期
難
波
宮
の
遺
構
は
、藤
原
宮

の
遺
構
の
直
前
の
史
的
段
階
を
表
し

て
お
り
、直
前
に
も
っ
て
こ
な
い
と

つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。前
期
難
波

宮
が
6
5
0
〜
6
5
2
年
に
造
営
さ

れ
た
豊
碕
宮
で
あ
れ
ば
、律
令
国
家

（
天
皇
統
治
）へ
の
体
制
的
転
換
が
な

さ
れ
て
お
り
、「
大
化
改
新
」が
可
視

的
に
表
現
さ
れ
た
遺
構
と
し
て
残
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。そ
う
な
る
と
、

自
分
の
研
究
し
て
き
た
こ
と
は
成
立

し
な
い
。本
書
は
空
し
い
徒
事
に
な

る
。出
土
土
器
や
そ
の
地
層
と
の
関

係
も
孝
徳
朝
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
な
い
。難

波
長
柄
豊
碕
宮
は
上
町
台
地
の
北
の

突
端
に
あ
り
、発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

前
期
難
波
宮
の
遺
構
は
天
武
の
飛
鳥

浄
御
原
宮
の
副
都
で
あ
る
と
主
張
。

４
．
1
9
8
0
年
ご
ろ
ま
で
の
考
古
学

会
の
受
け
取
り
方

　
前
期
難
波
宮
の
遺
構
は
天
武
天
皇
の

朱
鳥
元（
6
8
6
）年
に
焼
け
落
ち
た
遺

構
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

6
5
2
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
難
波

長
柄
豊
碕
宮
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎

重
論
が
多
か
っ
た
。年
代
を
決
め
る
資

料
の
不
足
、考
古
学
上
の
方
法
論
上
、決

め
手
に
欠
け
て
い
た
。

　
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
る
坪
井
清
足

（
国
立
奈
良
文
化
財
研
究
所
所
長
）が
難

波
宮
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
以
下
の
よ
う

に
発
言
さ
れ
て
い
た
。（
直
木
孝
次
郎
編

『
難
波
京
と
古
代
の
大
阪
』1
9
8
5
年

　
学
生
社
）

⑴
掘
立
柱
建
物
が
33
年
間
も
無
傷
で

残
っ
て
い
て
、火
災
に
あ
っ
た
あ
と

引
き
抜
か
れ
た
と
い
う
状
況
が
あ
り

う
る
の
か
。掘
立
柱
建
物
の
伊
勢
神

宮
は
20
年
で
建
て
替
え
ら
れ
る
。（
式

年
遷
宮
）

⑵
孝
徳
天
皇
が
建
て
た
宮
は
難
波
長
柄

豊
碕
宮
。天
武
天
皇
の
時
に
焼
け
た

の
は
難
波
の
宮（
室
）と
記
さ
れ
、豊

碕
宮
と
は
出
て
こ
な
い
。別
の
名
で

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
別
の
建
物

で
は
な
い
か
。

⑶
前
期
難
波
宮
の
図
で
は
き
ち
ん
と
宮

域
と
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。豪
族

制
か
ら
中
央
集
権
の
国
家
が
成
立
し

た
と
い
う
問
題
に
関
連
し
て
、国
家

行
政
を
行
う
役
所
が
い
る
。6
4
5

年
に
乙
巳
の
変
が
起
こ
っ
て
、6
5
2

年
に
は
官
僚
制
が
完
成
し
た
と
い
う

こ
と
は
考
え
に
く
い
。天
武
朝
ぐ
ら

い
に
な
る
と
、あ
る
程
度
制
度
が

整
っ
て
き
て
、前
期
難
波
宮
の
よ
う

な
も
の
が
造
ら
れ
る
客
観
情
勢
は
あ

る
が
、豊
碕
宮
の
場
合
は
ま
だ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

…
。

⑷
土
器
編
年
に
つ
い
て
も
、柱
を
立
て
る
と
き
に
古
い
土
器

（
6
5
0
年
頃
：
南
記
）が
夾
雑
物
と
し
て
入
る
の
は
当
た

り
前
で
あ
る
。土
器
や
地
層
に
つ
い
て
は
論
拠
と
し
て
弱
い
。

他
で
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
難
波
長
柄
豊
碕
宮
が
こ
こ
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
証
明
法
で
、認
め
ら
れ

な
い
。

　
当
時
は
、考
古
学
者
に
も
、難
波
長
柄
豊
碕
宮
が
前
期
難
波

宮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
慎
重
な
学
者
が
多
か
っ
た

が
、現
在
は
9
割
方
の
学
者
に
前
期
難
波
宮
は
難
波
長
柄
豊
碕

宮
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
は
、こ
の
約
30
年
の
発

掘
調
査
に
よ
る
。次

回
は
、こ
の
点
に
つ

い
て
話
し
ま
す「
大

化
改
新
と
難
波
宮

（
3
）―
前
期
難
波

宮
の
年
代
論
」。

　
講
座
の
後
、難
波

宮
跡
公
園
と
周
辺

道
路
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。今
回
は
、

大
阪
府
肢
体
不
自

由
者
協
会
の
方
々

に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
も
、前

回
に
引
き
続
き
、一
般
財
団
法
人
大
阪
市

文
化
財
協
会
の
南
秀
雄
先
生
に「
大
化
改

新
と
難
波
宮（
２
）―
大
化
改
新
研
究
の
推

移
と
前
期
難
波
宮
の
評
価
」と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
化
改
新
が
虚
構
で
あ
る
と
い
う
議
論

が
戦
後
盛
ん
に
な
っ
た
。
前
期
難
波
宮
と

大
化
改
新
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、難
波

遷
都
の
場
所
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

今
日
は
大
化
改
新
の
研
究
の
推
移
が
前
期

難
波
宮
と
ど
う
関
係
し
て
い
て
、前
期
難

波
宮
の
遺
構
が
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の

か
お
話
し
し
ま
す
。

１
．『
日
本
書
紀
』の
大
化
改
新
と
は

日
本
書
紀
に
は
、改
新
の
詔
を
は
じ

め
、関
連
す
る
詔
は
11
ほ
ど
記
載
さ
れ

て
い
る
。内
容
は「
①
公
地
公
民
制
②
官

僚
制
の
整
備
」で
、そ
れ
と
難
波
遷
都
が

あ
る
。

　
現
在
、「
改
新
の
詔
」の
通
り
の
こ
と
が

実
行
さ
れ
た
と
い
う
研
究
者
は
い
な
い
。

虚
構
な
の
か
、実
際
に
実
行
さ
れ
た
こ
と

は
何
か
と
い
う
点
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、虚
構
論
が
で
て
き
た
の
か
？

２
．
戦
前
の
大
化
改
新
肯
定
論

東
京
大
学
教
授
の
坂
本
太
郎
の『
大

化
改
新
の
研
究
』（
1
9
3
8
年
・
至
文

堂
）が
代
表
で
あ
る
。

　『
日
本
書
紀
』の
孝
徳
朝
前
後
の
記
事

を
史
実
と
認
め
、大
化
改
新
は
蘇
我
氏

な
ど
の
有
力
豪
族
の
専
横
か
ら
天
皇
権

を
取
り
戻
し
た「
王
政
復
古
」と
評
価
し

て
い
る
。「
明
治
維
新
」「
後
醍
醐
天
皇
の

中
興
聖
業（
建
武
の
新
政
）」と
同
様
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
皇
国
史
観
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
。大
化
改
新
に
つ
い
て

は
、戦
後
の
歴
史
教
育
も
引
き
続
き
こ

の
論
調
で
教
え
ら
れ
て
き
た
。戦
後
、歴

史
学
者
と
し
て
の
戦
前
の
反
省
と
し
て
、

大
化
改
新
の
否
定
論
が
出
て
く
る
。

３
．
代
表
的
な
否
定
論
者
と
前
期
難
波

宮
の
遺
構
の
評
価

⑴
原
秀
三
郎（
静
岡
大
学
教
授
　『
日
本

古
代
国
家
史
研
究
』1
9
8
0
年
　
東

京
大
学
出
版
会
）否
定
論
の
先
鋒
、

1
9
6
6
・
6
7
年
か
ら
関
係
す
る
論

文
を
発
表
。

①
公
地
公
民
制
の
否
定

　「
改
新
の
詔
」を『
日
本
書
紀
』に
記

さ
れ
た（
実
際
の
）政
策
順
に
並
べ
な

お
す
と
、「
改
新
の
詔
第
一
項
」（
大
化

2
年
正
月
）公
地
公
民
制
は
最
後
に

な
る
。部
曲（
か
き
べ
・
豪
族
の
私
有

民
）廃
止
の
詔
が
天
武
4（
6
7
5
）

年
2
月
に
出
さ
れ
て
い
る
。部
曲
廃

止
前
に
公
民
化
は
で
き
な
い
。官
僚

制
を
除
い
て
、律
令
制
の
基
本
構
想

は
改
新
の
詔
第
一
項
に
示
さ
れ
て
お

り
、「
改
新
の
詔
」の
信
憑
性
は
こ
の
一

項
が
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否

か
に
つ
き
る
。

②
前
期
難
波
宮
の
評
価

　
前
期
難
波
宮
が
孝
徳
天
皇
の
白
雉

３（
6
5
2
）年
9
月
に
完
成
し
た「
難

波
長
柄
豊
碕
宮
」で
あ
る
こ
と
は
認

め
て
い
る
。し
か
し
、藤
原
宮
以
降
の

宮
殿
と
比
較
し
て
規
模
は
遜
色
な
い

が
大
極
殿
を
欠
く
点
で
決
定
的
に
異

な
っ
て
い
る
。朝
堂
の
正
殿
と
し
て
、

天
皇
の
出
御
す
る
国
家
的
儀
礼
の
中

心
殿
舎
が
、前
期
難
波
宮
で
は
ま
だ

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、

天
皇
の
政
治
的
地
位
と
も
関
連
し

て
、古
代
天
皇
制
の
制
度
的
未
確
立

を
示
し
て
い
る
。

⑵
門
脇
貞
二（
京
都
府
立
大
学
学
長
　

『「
大
化
改
新
」史
論
』上
・
下
』

1
9
9
1
年
　
思
文
閣
）

①
孝
徳
朝
の
評
価

孝
徳
朝
の「
大
化
の
改
新
」の
記
事

は『
日
本
書
紀
』の
脚
色
と
と
も
に
、

奈
良
時
代
中
頃
の
藤
原
氏
を
中
心
と

し
た
貴
族
の
歴
史
観
を
反
映
し
て
い

る
。推
古
朝

か
ら
壬
申

の
乱
ま
で
の

政
治
過
程

を
脚
色
を

排
除
し
て
、

実
際
に
起

こ
っ
た
こ
と

を
詳
細
に

再
現
し
て
い

く
と
、孝
徳

天
皇（
大
王

軽
王
子
）の
施
策
は「
日
本
書
紀
」で

は
敵
役
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
蘇
我

毛
人（
蝦
夷
）・鞍
作（
入
鹿
）の
執
権

時
代
の
施
策（
唐
の
新
制
へ
の
志
向
）

の
継
承
・
発
展
の
面
が
強
く
、革
新
的

な
こ
と
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。蘇

我
鞍
作
と
軽
王
子
は
元
来
近
い
関
係
。

「
大
化
改
新
」は『
日
本
書
紀
』編
者
の

描
く
よ
う
な
律
令
政
治
の
出
発
点
で

は
な
く
、律
令
政
治
よ
り
前
段
階
の

支
配・収
取
体
系
の
整
備
段
階
に
ほ
か

な
ら
な
い
。「
改
新
の
詔
」の
公
地
公
民

主
義
の
柱
で
あ
る
造
籍・校
田
も
信
憑

性
は
認
め
な
い
。孝
徳
天
皇
が
権
限

を
強
化
し
て
体
制
を
固
め
た
の
は
大

化
後
の
白
雉
年
間
で
、中
大
兄
も
政

治
の
実
権
的
存
在
で
は
な
く
、中
臣

鎌
足
は
孝
徳
朝
に
何
を
し
た
の
か
わ

か
ら
な
い
。存
在
が
希
薄
で
あ
る
。

②
前
期
難
波
宮
の
評
価

　
前
期
難
波
宮
は
難
波
長
柄
豊
碕
宮

の
遺
構
で
あ
る
。蘇
我
本
宗
家
が
滅

ぼ
さ
れ
る「
乙
巳
の
変
」の
前
か
ら
難

波
遷
宮
の
動
き
が
あ
っ
た
。難
波
遷

宮
は
そ
の
路
線
に
の
っ
た
も
の
で
、そ

の
延
長
線
上
に
、孝
徳
天
皇
が
独
自

の
執
政
体
制
を
固
め
た
白
雉
年
間
の

治
績
の
初
頭
を
飾
る
の
が
難
波
長
柄

豊
碕
宮
の
造
営
で
あ
っ
た
。当
時
、新

し
い
大
王
が
即
位
す
る
と
新
宮
を
造

営
し
た
と
い
う
慣
例
か
ら
い
う
と
、

軽
王
子
は
、大
王
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
、本
格
的
に
動
き
始

め
た
。む
し
ろ
評
価
し
て
い
る
の
が
門

脇
さ
ん
の
考
え
方
で
あ
る
。

⑶
山
尾
幸
久（
立
命
館
大
学
教
授
　

『「
大
化
改
新
」の
史
料
批
判
』

2
0
0
6
年
　
塙
書
房
）

①『
日
本
書
紀
』の
中
の
史
料
的
事
実

は
一
旦
認
め
た
う
え
で
、歴
史
的
事

実
と
峻
別
す
べ
し

　『
日
本
書
紀
』孝
徳
紀
に
書
か
れ
た

詔
で
当
時
実
行
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。大
半
は
6
7
0
年
代
前

半
・
天
武
朝
前
半
の
も
の
で
あ
る
。

乙
巳
の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
改
新
ま
で

は
、壬
申
の
乱
で
政
権
を
簒
奪
し
た

天
武
天
皇
を
正
当
化
す
る
た
め
に
日

本
書
紀
の
編
纂
者
が
述
作
し
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
。

　
詔
の
修
辞
、日
本
語
表
記
は
7
世
紀

中
ご
ろ
の
も
の
で
は
な
い
。6
7
0
年

代
な
ら
書
け
る
が
6
4
0
年
代
に
作

る
の
は
難
し
い
。

　
孝
徳
朝
期
と
天
智（
・
斉
明
）朝
期

で
は
、倭
国
内
の
国
際
関
係
に
対
す

る
緊
迫
度
が
ま
る
で
違
う
。孝
徳
朝

期
に
唐
の
日
本
列
島
へ
の
侵
攻
の
脅

威
、倭
の
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
な
ど

の
緊
迫
感
は
な
い
。存
亡
の
危
機
と

い
う
緊
迫
感
は
白
村
江
の
戦
い

（
6
6
3
年
）以
降
で
、そ
れ
に
伴
う

清掃後、参加者で記念写真▲

第55回 日時／ 2023年11月16日（木）
　　　　　　 15時30分から16時30分まで
参加費／無料（作業手袋、ゴミ袋は用意します。）
内　容／ミニミニ難波宮講座のあと、難波宮跡公園と周
辺道路のゴミ拾い、清掃をします。（清掃に使う作業用
手袋、ゴミ袋は会館で用意します）ミニミニ難波宮講座は
「大化改新と難波宮（３）―前期難波宮の年代論」です。
集　合／大阪市教育会館　１階 会議室
申込み／お名前を財団事務局までお知らせください。
　　　（６９４１－０９５１）

　難波宮・大阪城・法円坂界隈に立地する会館、ホール、飲食店な
どが、大阪の歴史の出発点である難波宮の顕彰と緑豊かな大阪城・
法円坂地域の活性化・振興を目的として「ナニワノミヤ・パレス・パー
トナーシップ」（略称　NPP）という連携協定を結び活動しています。

　難波宮・大阪城・法円坂界隈に立地する会館、ホール、飲食店な

NPP知らせ文

2023年11月16日（木）15時30分から　
法円坂ストリート・クリーンアップ作戦
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ニ
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ニ

　
　難
波
宮
講
座

今後の予定
第56回　2024年3月14日 15：30 ～
※大阪市文化財協会の南先生に講演していただきます。

Q u a r t e r l y  H o u e n z a k a

　
今
回
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
も
、前

　
今
回
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
も
、前

回
に
引
き
続
き
、一
般
財
団
法
人
大
阪
市

回
に
引
き
続
き
、一
般
財
団
法
人
大
阪
市

文
化
財
協
会
の
南

文
化
財
協
会
の
南

新
と
難
波
宮（
２
）

新
と
難
波
宮（
２
）

移
と
前
期
難
波
宮
の
評
価
」と
い
う
テ
ー

移
と
前
期
難
波
宮
の
評
価
」と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
化
改
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に
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は
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新
の
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す
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て
い
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容
は「
①
公
地
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民
制
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僚
制
の
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備
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遷
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現
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改
新
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実
行
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は
い
な
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構
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か
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前
の
大
化
改
新
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定
論

東
京
大
学
教
授
の
坂
本
太
郎
の『
大

化
改
新
の
研
究
』（

堂
）が
代
表
で
あ
る
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書
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朝
前
後
の
記
事
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化
改
新
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か
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皇
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政
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」と
評
価
し

て
い
る
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治
維
新
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後
醍
醐
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皇
の
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業（
建
武
の
新
政
）」と
同
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の
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お買い物はレディースセレクトショップ「Sucreスクレ森ノ宮」、
「もりのみやキューズモールBASE」のお店！

お食事は「菜蔵」、もりのみやキューズモールBASEの「アスショク」、
「KKRホテル大阪」で楽しもう！

お買い物お買い物はレディースセレクトショップ「レディースセレクトショップ「
「もりのみやキューズモール「もりのみやキューズモール「もりのみやキューズモール

お食事お食事お食事お食事お食事お食事お食事ははは「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール「菜蔵」、もりのみやキューズモール

ここちよい秋風の中、

講演中の南先生▲



ゆとりいっぱい楽しいイベントEVENT S c h e d u l e

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館　2 階
法円坂教育青年文庫 2 階　教育研究団体支援室 R 階
TEL 06-6948-5418　　FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館 1 階
TEL 06-6941-0951　　FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

【フロント】TEL 06-6943-5021 FAX  06-6945-4833
E-mail:annex@zaidan.or.jp

一般財団法人大阪市教育会館

大阪市教育会館・大阪市教育会館東館
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な
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　ご
利
用
に URL  https://www.zaidan.or.jp

本館

東館

大阪歴史博物館　特集展示「 新発見！なにわの考古学 2023」を開催

会　　期 2023年10月４日（水）～ 2024年 １月８日（月・祝）※火曜日・年末年始（12/28 ～1/4は休館）
開館時間 午前9時30分～午後5時  ※入館は閉館の30分前まで
会　　場 ８階 特集展示室（常設展示場内）
観 覧 料〔常設展示観覧料でご覧になれます。〕大人600円（540円）、高校生・大学生400円（360円）

※（　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下・大阪市内在住の65歳以上（要証明証提示）の方、障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料。

　令和3年（2021）から4年（2022）度を中心に、一般財団法人 大阪市文化財協会・大阪市教育委員会が実施した大阪市内の
遺跡発掘調査の中から、主な調査成果を出土遺物や写真パネルで紹介します。
　大阪市内には数多くの遺跡が埋もれており、毎年各地で発掘調査が行われています。本展覧会では、住吉区山之内遺
跡で出土した旧石器時代から縄文時代にかけての狩猟具、JR新大阪駅付近にある西中島７丁目所在遺跡B地点で見つかっ
た古代～中世の建物跡と土器群、中世の信仰をうかがうことのできる浪速区浪速東遺跡出土の杮経（こけらきょう）など
を展示します。発掘成果を通して、都市大阪が長い歴史を基盤として成り立っていることを感じていただければ幸いです。

大阪歴史博物館　特集展示

「新発見！なにわの考古学2023」

10/4（水）～2024/１/8(月・祝)

もりのみやキューズモール BASE

＼こどもが主役の商店街／

アキナイキッズ

10/1（日）
もりのみやキューズモール BASE

パン天国 ～ 2023 秋～開催決定！

11/4（土）、11/5（日）

11/11（土）、12（日）

もりのみやキューズモール BASE

キューズモール 4 施設合同開催！

キューズキッズダンスコンテスト vol.3

10/14（土）、11/3（金）

もりのみやキューズモール BASE

厳選ワクワク★

マルシェ・マーケット

10/21（土）～ 10/22（日）

もりのみやキューズモール BASE

もりのみや運動会

10/9（月）
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市民ギャラリー

「市退教　植物画教室作品展」

11/23（木）～ 12/19（火）

大阪市ユースオーケストラ

クリスマスコンサート

12/17（日）
市民ギャラリー

「重慶秋の名作展」

10/19（木）～ 11/16（木）

“遊びながら英語力を育てる”

子どもと楽しむ英語遊び

11/26（日）

文化の日

勤労感謝の日

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

スポーツの日

　　

　　

　　

大阪市教育会館
休館日（12/28～1/4）

マジック講習会

10/28（土）

バルーン講習会

11/11（土）習いごと広場　秋の教室

10/4～開講　全14講座
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2023

歳以上（要証明証提示）の方、障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料。
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2023

※（　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下・大阪市内在住
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